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表 4.1.15 基本情報調査票の使用例（5/5） 

 

  

様式-１(5) 基本情報調査票（5/5）

△△県○○地方事務所 
○○区域 

△△ 

  

□□□ ○○○町 3□.○○○ 13□.○○○ 

 

 

△△(株) △△△建設(株) 

△△県○○地方事務所 

○○○(株) □□□ 
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4.1.2  施設の補修履歴に関する情報の収集  

 補修履歴がある場合は、その要因とともに補修内容を記録する。 

 

4.1.3  地域特性に関する情報の収集整理  

 設置箇所の気象状況に関する地域特性を把握することも有用である。さらに、設置箇

所周辺の土地の利用形態等についての情報も可能な限り整理しておくことが望ましい。 

 

4.1.4  基本的な情報の整理と活用  

 ここで整理された情報は、概査時の基礎資料となり、機能維持に関する課題や、異常

が認められた場合の要因の推定に際して一つの判断材料となる。したがって、基本情報

調査は少なくとも概査を実施する前までに行い、現地での着目点等を整理することで点

検効率を向上させることが望ましい。概査時に健全性に対する評価を行う場合は、まず

基本情報調査で整理された計画時の設計条件と、概査時に得られた情報について整合性

を確認する。前回までの記録と何らかの相違が認められれば、その結果は健全性を判断

する上で重要な材料となる。したがって、供用期間中の経年的変化の記録は、写真や簡

易計測等により整理し、相互に比較できるよう、整理しておくことが望ましい。 

 ただし、「その他工種」は目視点検で施設の諸元がある程度確認できるため、施設管理

者が独自に施設台帳等で基本情報を十分整理している場合には、あえて本手引き(暫定

版)の様式(表 4.1.1～表 4.1.10)を使用する必要がない場合もある。また、ここで示す

様式中の記述欄は様々な施設状態を記録できるように網羅的に作成されており、日常管

理時および概査時までに必ずしも全てを埋める必要はない。これらは日常管理点検時や

概査時などの機能診断サイクルを繰り返す中で、更新・蓄積させるものとする。 

 施設に対する機能診断の各段階の現地調査(日常管理、概査)において最低限必要とさ

れる情報の優先順位の目安を以下に示す。 

1）管理情報：現地調査（日常管理、概査）時に必須の情報であり、施設名や管理機関

名や保全対象などがこれに当たる。ただし、施設名等が存在しない場合、仮名を付け

るなどして現地調査に向かうことも考えられる。 

2）位置情報：現地調査（日常管理、概査）時に必須の情報であり、地すべりブロック

図上に施設の位置を示した図面等が点検者に提供されると、現地調査時に極めて有用

な情報となる。また、位置情報が現地実態と比較して大きく異なるときは、記載情報

を更新する。 

3）工法情報のうち施設諸元(高さや幅など)：概査時に変状の計測を行う際の比較対象

となるため、概査までに把握することが望ましい情報である。現地実態と比較して大

きく異なるならば、記載情報を更新をする。 

4）その他の情報：適宜、情報収集・整理する。 
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図 4.1.2 現地調査時に最低限必要な基本情報調査項目の優先順位の例  

様式-１(5) 基本情報調査票（5/5）

1）管理情報 

2）位置情報 

3）工法情報の

うち施設諸元

(高さや幅など) 

4）その他 
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4.2 施設の日常管理  

4.2.1  基本事項  

(1)目的  

 地すべり防止施設の日常管理（定期・臨時の巡視）では、施設の異常、経時的変化（老

朽化）、明らかな危険状態の把握を行うことを目的とする。 

 

(2)点検方法  

 日常管理は、施設周辺の遠望目視により行うことを基本とする。また、地震時や異常

気象時における変状等の有無の確認も行い、緊急対応による二次的被害の防止に努める。

日常管理にて異常を発見したら、追加調査（概査）の必要性の判断をする。 

 実施者は、通常、地すべり防止区域の管理者である道府県、あるいは道府県から委託

された市町村、地元住民（施設管理者から委託された地すべり巡視員）等である。 

 点検に当たっては、施設周辺も含め、容易に視認できる顕著な変動を把握する。その

際、できるだけ写真（可能な範囲で、全景と近景）を記録として残すことが望ましい。

また、点検箇所の現在の状況と比較するために前回の点検記録を持っていくことが望ま

しい。判断の困難なものについては追加調査（概査）を提案する。 

 

（3）日常点検における点検時の注意事項 

 実際に点検を行うときは、巡視ルートから点検者自身の安全を確保しつつ、構造物の

状態を観察する。特に地震や豪雨などの異常時点検では、斜面が不安定化している可能

性もあるため、状況に応じて、斜面に近づきすぎないよう留意する。 

 日常管理で確認できた異常については、ある程度の位置情報を付して記録し、情報の

引き継ぎを容易にする。また、継続的に観察していく中で気になる点があれば、点検項

目にない事象であっても記録として残す。点検には、必要に応じて双眼鏡などを活用す

るほか、カメラを携帯し異常の記録や施設の状態（全景・近景）を残すことを心がける。 

 施設によっては急斜面や植生などで位置確認の難しいこともあるため、位置図につい

ては事前に準備し、安全管理上無理のない範囲で目視する。現地にて発見できない施設

や目視できる範囲まで近づくことが難しい施設については、無理せず、未発見や未到達

の旨を点検票に記録として残す。その場合、後日、ルート等の準備を整えて再度点検を

行うか、または、必要に応じて概査等を実施し、施設の状況を把握することが望ましい。 
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4.2.2  各施設の点検  

 構造物の点検に際しては、予め決められた点検様式を使用するなどして、明らかな異

常の見落としがないように実施する。本手引き(暫定版)で提案する点検様式を表 4.2.1

～表 4.2.14に、使用例を表 4.2.15～表 4.2.22 に施設管理者版と巡視員版それぞれ

示す。また、各工種の点検項目を表 4.2.23～表 4.2.28 に示す。 
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4.2.2.1  日常管理調査票施設管理者版様式 

    本手引き(暫定版)で提案する点検様式を示す。 

 

表 4.2.1 日常管理調査票施設管理者版様式（1/2）暗きょ工・明暗きょ工 

  

区域名： 施工年度：

周
辺
状
況

　1.追加調査が必要　　2.補修が必要　　3.点検を継続

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

暗きょ工・明暗きょ工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

④周辺の状況

□1.地表の変状
　（沈下・隆起・洗掘・流出・崩落・押し出し・吸出し・亀裂等）

□2.湿地の形成（水たまり・湧水等）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・暗きょ工・明暗きょ工の路線全体の概略
図を描き、異常のある位置を示してくださ
い。（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

②排水路工
・排水路工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.変形・破損（目地切れ、ひび割れ、錆(腐食)等）

□2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積）

□3.流末の位置不明

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

①暗きょ工
・暗きょ工吐き口の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.排水量がない
□2.吐き口の明らかな目詰まり
□3.吐き口の変形・破損
□4.吐き口の埋没

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全孔口全体が見える

□部分的に見えず□見えず

　
□
暗
き

ょ
工
 

□
明
暗
き

ょ
工

③集水升工・落差工
・集水升工、落差工の有無を確認
　□あり（集水升工）
　□あり（落差工）
　□なし（見当たらない）

□1.変形・破損（目地切れ、ひび割れ等）

□2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

　点検年月日　                　　　　　天候　　      　　　　　　点検者　

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　暗きょ工・明暗きょ工（　　    　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地すべり防止施設調査票（暗きょ工・明暗きょ工）　日常管理調査票(1/2)

地すべり斜面

暗きょ工

明暗きょ工

排水路工

集水升工

落差工

地表水

地下水
排水路工

暗きょ工

吸出し防止材

蛇籠、有孔管等

アスファルト又はコンクリート等

砂利、砕石等

防水シート
砂

暗きょ工

明暗きょ工

(排水路工+

暗きょ工)

集水升工

地表水

地下水

落差工

明暗きょ工は、排水路工と暗きょ工を二階建ての構造にして設置するもので、地表

水と浅い地下水を効率的に集めて排除することを目的とします。
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表 4.2.2 日常管理調査票施設管理者版様式（2/2）暗きょ工・明暗きょ工 

 

(※2/2 の自由書式欄は以降の工種も同形式のため以下省略） 

  

区域名：   

様式－2(2)

　点検年月日　　　　　　　　　天候　　　　　　　　　　点検者

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　暗きょ工・明暗きょ工（　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

位置図・写真（自由書式）　日常管理調査票(2/2)
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表 4.2.3 日常管理調査票施設管理者版様式（1/2）渓流護岸工 

 

  

区域名： 施工年度：

　1.追加調査が必要　　2.補修が必要　　3.点検を継続

①側壁護岸工
・側壁護岸工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

・種類を選んでください。

□コンクリート
□籠枠等（　　　　　　　　　　　　　）
□不明
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□4.洗掘（側壁護岸工の基礎地盤付近）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

渓
流
護
岸
工

②床固め工
・床固め工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）
・種類を選んでください。
□コンクリート
□籠枠等（　　　　　　　　　　　　　）
□不明
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□4.洗掘（側壁護岸工の基礎地盤付近）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

　点検年月日　                　　　　　天候　　      　　　　　　点検者　

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　渓流護岸工（　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地すべり防止施設調査票（渓流護岸工）　日常管理調査票(1/2)

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

渓流護岸工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

③基礎地盤
□1.沈下・隆起
□2.洗掘

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

④周辺の状況

□1.施設背面の変状
　　（吸出し・陥没・侵食・湧水・崩落・押し出し・亀裂等）

□2.構造物背面のすきま

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

周
辺
状
況

渓流護岸工は、側方侵食の激しい渓流などにより地すべり末端部や側方部が侵食

されている場合に、その侵食を防止する目的で施工される施設です。

地すべり斜面

渓流

渓流

護岸工
側壁護岸工

施設背面

基礎地盤

施設背面

床固め工
渓流
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表 4.2.4 日常管理調査票施設管理者版様式（1/2）堰堤工 

 

  

区域名： 施工年度：

　1.追加調査が必要　　2.補修が必要　　3.点検を継続

地すべり防止施設調査票（堰堤工）　日常管理調査票(1/2)

④本体周辺状況
周
辺
状
況

□1.基礎地盤の洗掘
□2.袖部の侵食・崩壊

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－１(1)

　点検年月日　                　　　　　天候　　      　　　　　　点検者　

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　堰堤工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

①本体・袖
（本堤、副堤、垂直壁を含む）
・堰堤工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）
・種類を選んでください。
　□コンクリート　　□鋼製枠
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・天端の摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□4.漏水

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

堰
堤
工

②側壁護岸
・側壁護岸の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

③水叩き
・水叩きの有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.摩耗
□2.ひび割れ

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

堰堤工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

⑤側壁護岸周辺状況
□1.基礎地盤の洗掘
□2.施設背面の変状（吸出し・陥没・侵食・湧水等）

□3.構造物背面のすきま

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・堰堤工上流側の堆砂状況：　　満砂　/　未満砂
(未満砂の場合、もしくは、その他気づいたことがあれば、堆砂状況について記入してください)

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば記入
ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

堰堤工は、渓流内に設置され、堆砂によって地すべり末端部の侵食防止と地すべり

に対する押え盛土工の役目を果たす施設です。

本堤

袖

本体

側壁護岸

袖

本体 前庭保護工

副堤or

垂直壁

天端幅

水叩き

堤
高

旧河床

堆砂

護床工

垂直壁

堤底幅

袖

本堤
袖

本体

本体 基礎地盤

基礎地盤

副堤
袖

本体
水褥池

(上流側)(下流側)

袖 袖

本体

※上流側へ向かって堰堤工をみる

堆砂

基礎地盤

側壁護岸

の背面

渓流

地すべり斜面
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表 4.2.5 日常管理調査票施設管理者版様式（1/2）押え盛土工 

 

  

天候 点検者

区域名： 施工年度：

周
辺
状
況

　1.追加調査が必要　　2.補修が必要　　3.点検を継続評価

押さえ盛土工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

③排水路工
　(集水升工、落差工含む）

・排水路工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.変形・破損（目地切れ、ひび割れ、錆(腐食)）

□2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積）

□3.流末の位置不明

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

⑤周辺の状況
□1.沈下・隆起・押し出し・亀裂
□2.湧水
□3.周辺斜面の崩落

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

④法尻の土留工
・土留工の有無を確認
　□あり
　□なし（見当たらない）
・土留工の種類
（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.湧水

付
帯
施
設

※位置図や写真は別添に記載してください

□1.ドレーン材の崩落
□2.異常な出水痕跡
□3.ドレーン周辺の洗掘
□4.その他（　　　　　　　　　　　　　　）

様式－2(1)

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　押え盛土工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　点検年月日

地すべり防止施設調査票（押え盛土工）　日常管理調査票(1/2)

②暗きょ工・ドレーン
・暗きょ工吐き口・ドレーンの有無を確
認
　□あり　□なし（見当たらない）
・暗きょ工、ドレーン工の種類等
　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

法
面
保
護
工

盛
土
工

①本体
・盛土工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.亀裂　　　　　□2.侵食・洗掘
□3.崩落　　　　　□4.湧水
□5.沈下・隆起　 □6.はらみ出し

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

□1.損壊（中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.生育不良(植生工の場合)

・法面保護工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）
・法面保護工の種類
　□モルタル吹付工
　□植生工  　          □編柵工
　□蛇籠・フトン籠工 　□法枠工
　□その他(　　　　　　　　　　　　　)

押え盛土
地すべり斜面

押え盛土工は、地すべり斜面の下部に盛土を行うことにより地すべりの滑動力に抵

抗し、斜面全体の安定化を図る施設です。

地すべり斜面押え盛土

小段

天端

法面

付帯施設：土留工(腰止め工等)

法面保護工

(吹付工等)

法面保護工

付帯施設：暗きょ工、ドレーン工、

排水路工(集水升工・落差工等含む)
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表 4.2.6 日常管理調査票施設管理者版様式（1/2）擁壁(枠)工 

 

  

天候 点検者

区域名： 施工年度：

付
帯
施
設

　1.追加調査が必要　　2.補修が必要　　3.点検を継続

擁壁（枠）工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

④周辺の状況

□1.施設背面の変状
　　（吸出し・陥没・侵食・湧水・崩落・押し出し・亀裂等）

□2.構造物背面のすきま

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

周
辺
状
況

③基礎地盤 □1.沈下・隆起

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　擁壁（枠）工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　点検年月日

地すべり防止施設調査票（擁壁(枠)工）　日常管理調査票(1/2)

②付帯施設
・付帯施設の有無を確認
　□あり(落石防護柵等)
　□あり(法尻水路等)
　□あり(水抜管等)
　□なし（見当たらない）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.閉塞・埋没（法尻水路の土砂堆積等）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

擁
壁

（
枠

）
工

①本体
・擁壁(枠)工の有無を確認

　□あり　□なし（見当たらない）

・種類を選んでください。

　□コンクリート擁壁工
　(コンクリートブロック積みを含む)
　□枠工（　　　　　　　　　　　　　）
　□不明
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.湧水※施設周辺の湧水の供給源

　　　　　　　　　　（不明　・　有：　　　　　　　　　　　　　　　　）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

擁壁工は、法先の崩壊を防ぎ、地すべりの誘発を防ぐための施設です。地すべり土

圧に直接耐え得るものではなく、地すべり末端斜面の法先が崩壊し、次々に上部ま

で移動するような場合に用いられます。

地すべり斜面

擁壁（枠）工

擁壁（枠）工
地すべり斜面

基礎地盤

施設背面

基礎地盤基礎地盤

コンクリート

擁壁工 枠工

中詰め材

枠 (木材、コン

クリート、金網な

ど…)
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表 4.2.7 日常管理調査票施設管理者版様式（1/2）杭工 

 

  

天候 点検者

区域名： 施工年度：

付
帯
施
設

周
辺
状
況

　1.追加調査が必要　　2.補修が必要　　3.点検を継続

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・斜面全体の概略図を描き、斜面内の杭工
の位置や配列とともに、異常のある位置を
示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

杭工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

□1.杭頭の配列の乱れ
□2.杭の傾き
□3.杭と地盤とのすきま
□4.杭の抜け上がり
□5.杭の突出または沈下

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

①本体
・杭頭の目視確認の可否
　□可　□否（見当たらない・不明）
※杭の地中部分については目視点検
が困難であるため、杭頭と杭周辺の地
盤との相対的な変状に着目する。

杭
工

②付帯施設
(アンカー・頭部連結工・土留壁など)
・付帯施設の有無の確認
　□あり（工種：　　　　　　　　　）
　□なし（見当たらない）

□1.アンカーの飛び出し（アンカー付杭の場合）

□2.頭部連結工などの著しい損傷・腐食
□3.土留壁などの損傷

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

④周辺の状況
※杭の地中部分については目視点検
が困難であるため、施設周辺の地盤の
変状にも着目する。

観測施設
(杭体及び周辺地盤の挙動を観測する
ための機器類等)

・観測施設の有無
□なし（見当たらない）
□あり（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.沈下・隆起・押し出し・亀裂
□2.湧水
□3.周辺斜面の崩落(小崩壊、中抜けなど)

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　杭工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　点検年月日

地すべり防止施設調査票（杭工）　日常管理調査票(1/2)

杭工は、構造物の力学的強さによって地すべりの滑動に対する抵抗力の付加を図

り、地すべりを直接抑止することを目的とした施設です。

地すべり斜面

杭工
杭工

地すべり斜面

杭位置周辺
杭頭
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4.2.2.2  日常管理調査票巡視員版様式 

    本手引き(暫定版)で提案する点検様式を示す。 

 

表 4.2.8 日常管理調査票巡視員版様式（1/2）暗きょ工・明暗きょ工 

  

区域名： 施工年度：

周
辺
状
況

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

暗きょ工・明暗きょ工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

④周辺の状況

□1.地表の変状
　（沈下・隆起・洗掘・流出・崩落・押し出し・吸出し・亀裂等）

□2.湿地の形成（水たまり・湧水等）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・暗きょ工・明暗きょ工の路線全体の概略
図を描き、異常のある位置を示してくださ
い。（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

　1.異常あり　 (上記に一つでも「異常あり」にチェックがある場合)　　　2.異常なし

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

②排水路工
・排水路工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.変形・破損（目地切れ、ひび割れ、錆(腐食)等）

□2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積）

□3.流末の位置不明

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

①暗きょ工
・暗きょ工吐き口の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.排水量がない
□2.吐き口の明らかな目詰まり
□3.吐き口の変形・破損
□4.吐き口の埋没

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全孔口全体が見える

□部分的に見えず□見えず

　
□
暗
き

ょ
工
 

□
明
暗
き

ょ
工

③集水升工・落差工
・集水升工、落差工の有無を確認
　□あり（集水升工）
　□あり（落差工）
　□なし（見当たらない）

□1.変形・破損（目地切れ、ひび割れ等）

□2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

　点検年月日　                　　　　　天候　　      　　　　　　点検者　

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　暗きょ工・明暗きょ工（　　    　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地すべり防止施設調査票（暗きょ工・明暗きょ工）　日常管理調査票(1/2)

地すべり斜面

暗きょ工

明暗きょ工

排水路工

集水升工

落差工

地表水

地下水
排水路工

暗きょ工

吸出し防止材

蛇籠、有孔管等

アスファルト又はコンクリート等

砂利、砕石等

防水シート
砂

暗きょ工

明暗きょ工

(排水路工+

暗きょ工)

集水升工

地表水

地下水

落差工

明暗きょ工は、排水路工と暗きょ工を二階建ての構造にして設置するもので、地表

水と浅い地下水を効率的に集めて排除することを目的とします。
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表 4.2.9 日常管理調査票巡視員版様式（2/2）暗きょ工・明暗きょ工 

 

(※2/2 の自由書式欄は以降の工種も同形式のため以下省略） 

  

区域名：   

様式－2(2)

　点検年月日　　　　　　　　　天候　　　　　　　　　　点検者

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　暗きょ工・明暗きょ工（　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

位置図・写真（自由書式）　日常管理調査票(2/2)
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表 4.2.10 日常管理調査票巡視員版様式（1/2）渓流護岸工 

 

  

区域名： 施工年度：

①側壁護岸工
・側壁護岸工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

・種類を選んでください。

□コンクリート
□籠枠等（　　　　　　　　　　　　　）
□不明
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□4.洗掘（側壁護岸工の基礎地盤付近）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

渓
流
護
岸
工

②床固め工
・床固め工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）
・種類を選んでください。
□コンクリート
□籠枠等（　　　　　　　　　　　　　）
□不明
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□4.洗掘（側壁護岸工の基礎地盤付近）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

　点検年月日　                　　　　　天候　　      　　　　　　点検者　

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　渓流護岸工（　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地すべり防止施設調査票（渓流護岸工）　日常管理調査票(1/2)

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

渓流護岸工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

③基礎地盤
□1.沈下・隆起
□2.洗掘

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

④周辺の状況

□1.施設背面の変状
　　（吸出し・陥没・侵食・湧水・崩落・押し出し・亀裂等）

□2.構造物背面のすきま

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

周
辺
状
況

　1.異常あり　 (上記に一つでも「異常あり」にチェックがある場合)　　　2.異常なし

渓流護岸工は、側方侵食の激しい渓流などにより地すべり末端部や側方部が侵食

されている場合に、その侵食を防止する目的で施工される施設です。

地すべり斜面

渓流

渓流

護岸工
側壁護岸工

施設背面

基礎地盤

施設背面

床固め工
渓流
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表 4.2.11 日常管理調査票巡視員版様式（1/2）堰堤工 

 

  

区域名： 施工年度：

地すべり防止施設調査票（堰堤工）　日常管理調査票(1/2)

④本体周辺状況
周
辺
状
況

□1.基礎地盤の洗掘
□2.袖部の侵食・崩壊

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－１(1)

　点検年月日　                　　　　　天候　　      　　　　　　点検者　

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　堰堤工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

①本体・袖
（本堤、副堤、垂直壁を含む）
・堰堤工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）
・種類を選んでください。
　□コンクリート　　□鋼製枠
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・天端の摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□4.漏水

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

堰
堤
工

②側壁護岸
・側壁護岸の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・摩耗・欠損・錆（腐食）等）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

③水叩き
・水叩きの有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.摩耗
□2.ひび割れ

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

堰堤工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

⑤側壁護岸周辺状況
□1.基礎地盤の洗掘
□2.施設背面の変状（吸出し・陥没・浸食・湧水等）

□3.構造物背面のすきま

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・堰堤工上流側の堆砂状況：　　満砂　/　未満砂
(未満砂の場合、もしくは、その他気づいたことがあれば、堆砂状況について記入してください)

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば記入
ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

　1.異常あり　 (上記に一つでも「異常あり」にチェックがある場合)　　　2.異常なし

堰堤工は、渓流内に設置され、堆砂によって地すべり末端部の侵食防止と地すべり

に対する押え盛土工の役目を果たす施設です。

本堤

袖

本体

側壁護岸

袖

本体 前庭保護工

副堤or

垂直壁

天端幅

水叩き

堤
高

旧河床

堆砂

護床工

垂直壁

堤底幅

袖

本堤
袖

本体

本体 基礎地盤

基礎地盤

副堤
袖

本体
水褥池

(上流側)(下流側)

袖 袖

本体

※上流側へ向かって堰堤工をみる

堆砂

基礎地盤

側壁護岸

の背面

渓流

地すべり斜面
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表 4.2.12 日常管理調査票巡視員版様式（1/2）押え盛土工 

 

  

天候 点検者

区域名： 施工年度：

周
辺
状
況

　1.異常あり　 (上記に一つでも「異常あり」にチェックがある場合)　　　2.異常なし評価

押さえ盛土工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

③排水路工
　(集水升工、落差工含む）

・排水路工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.変形・破損（目地切れ、ひび割れ、錆(腐食)）

□2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積）

□3.流末の位置不明

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

⑤周辺の状況
□1.沈下・隆起・押し出し・亀裂
□2.湧水
□3.周辺斜面の崩落

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

④法尻の土留工
・土留工の有無を確認
　□あり
　□なし（見当たらない）
・土留工の種類
（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.湧水

付
帯
施
設

※位置図や写真は別添に記載してください

□1.ドレーン材の崩落
□2.異常な出水痕跡
□3.ドレーン周辺の洗掘
□4.その他（　　　　　　　　　　　　　　）

様式－2(1)

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　押え盛土工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　点検年月日

地すべり防止施設調査票（押え盛土工）　日常管理調査票(1/2)

②暗きょ工・ドレーン
・暗きょ工吐き口・ドレーンの有無を確
認
　□あり　□なし（見当たらない）
・暗きょ工、ドレーン工の種類等
　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

法
面
保
護
工

盛
土
工

①本体
・盛土工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）

□1.亀裂　　　　　□2.侵食・洗掘
□3.崩落　　　　　□4.湧水
□5.沈下・隆起　 □6.はらみ出し

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

□1.損壊（中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.生育不良(植生工の場合)

・法面保護工の有無を確認
　□あり　□なし（見当たらない）
・法面保護工の種類
　□モルタル吹付工
　□植生工  　          □編柵工
　□蛇籠・フトン籠工 　□法枠工
　□その他(　　　　　　　　　　　　　)

押え盛土
地すべり斜面

押え盛土工は、地すべり斜面の下部に盛土を行うことにより地すべりの滑動力に抵

抗し、斜面全体の安定化を図る施設です。

地すべり斜面押え盛土

小段

天端

法面

付帯施設：土留工(腰止め工等)

法面保護工

(吹付工等)

法面保護工

付帯施設：暗きょ工、ドレーン工、

排水路工(集水升工・落差工等含む)
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表 4.2.13 日常管理調査票巡視員版様式（1/2）擁壁(枠)工 

 

  

天候 点検者

区域名： 施工年度：

付
帯
施
設

擁壁（枠）工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

④周辺の状況

□1.施設背面の変状
　　（吸出し・陥没・侵食・湧水・崩落・押し出し・亀裂等）

□2.構造物背面のすきま

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・施設全体の概略図を描き、異常のある位
置を示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

周
辺
状
況

③基礎地盤 □1.沈下・隆起

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

　1.異常あり　 (上記に一つでも「異常あり」にチェックがある場合)　　　2.異常なし

様式－2(1)

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　擁壁（枠）工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　点検年月日

地すべり防止施設調査票（擁壁(枠)工）　日常管理調査票(1/2)

②付帯施設
・付帯施設の有無を確認
　□あり(落石防護柵等)
　□あり(法尻水路等)
　□あり(水抜管等)
　□なし（見当たらない）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.閉塞・埋没（法尻水路の土砂堆積等）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

擁
壁

（
枠

）
工

①本体
・擁壁(枠)工の有無を確認

　□あり　□なし（見当たらない）

・種類を選んでください。

　□コンクリート擁壁工
　(コンクリートブロック積みを含む)
　□枠工（　　　　　　　　　　　　　）
　□不明
・材質や形状
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.損壊（倒壊・ブロック等の脱落・中詰め材の流出等）

□2.変形（沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等）

□3.破損（ひび割れ・欠損・錆（腐食）等）

□4.湧水※施設周辺の湧水の供給源

　　　　　　　　　　（不明　・　有：　　　　　　　　　　　　　　　　）

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

擁壁工は、法先の崩壊を防ぎ、地すべりの誘発を防ぐための施設です。地すべり土

圧に直接耐え得るものではなく、地すべり末端斜面の法先が崩壊し、次々に上部ま

で移動するような場合に用いられます。

地すべり斜面

擁壁（枠）工

擁壁（枠）工
地すべり斜面

基礎地盤

施設背面

基礎地盤基礎地盤

コンクリート

擁壁工 枠工

中詰め材

枠 (木材、コン

クリート、金網な

ど…)
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表 4.2.14 日常管理調査票巡視員版様式（1/2）杭工 

 

  

天候 点検者

区域名： 施工年度：

付
帯
施
設

周
辺
状
況

　1.異常あり　 (上記に一つでも「異常あり」にチェックがある場合)　　　2.異常なし

・各項目および周辺状況で気づいた点があれば、記
入ください（自由記入）

・斜面全体の概略図を描き、斜面内の杭工
の位置や配列とともに、異常のある位置を
示してください。
（紙面不足の場合、別添 様式－2(2)に記載してください。）

杭工の概略構造
※形状や材質は色々な種類があります

対象項目（□をチェック） 異常が見られる項目（□をチェック） 結果（□をチェック）

※位置図や写真は別添に記載してください

評価

□1.杭頭の配列の乱れ
□2.杭の傾き
□3.杭と地盤とのすきま
□4.杭の抜け上がり
□5.杭の突出または沈下

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

①本体
・杭頭の目視確認の可否
　□可　□否（見当たらない・不明）
※杭の地中部分については目視点検
が困難であるため、杭頭と杭周辺の地
盤との相対的な変状に着目する。

杭
工

②付帯施設
(アンカー・頭部連結工・土留壁など)
・付帯施設の有無の確認
　□あり（工種：　　　　　　　　　）
　□なし（見当たらない）

□1.アンカーの飛び出し（アンカー付杭の場合）

□2.頭部連結工などの著しい損傷・腐食
□3.土留壁などの損傷

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

④周辺の状況
※杭の地中部分については目視点検
が困難であるため、施設周辺の地盤の
変状にも着目する。

観測施設
(杭体及び周辺地盤の挙動を観測する
ための機器類等)

・観測施設の有無
□なし（見当たらない）
□あり（種類：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□1.沈下・隆起・押し出し・亀裂
□2.湧水
□3.周辺斜面の崩落(小崩壊、中抜けなど)

□異常なし
□異常あり
　　（　　　  　　箇所）

目視状況：

□ほぼ全体が見える

□部分的に見えず□見えず

様式－2(1)

諸
元

ブロック名：

該当施設（施設番号）：　杭工（　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　点検年月日

地すべり防止施設調査票（杭工）　日常管理調査票(1/2)

杭工は、構造物の力学的強さによって地すべりの滑動に対する抵抗力の付加を図

り、地すべりを直接抑止することを目的とした施設です。

地すべり斜面

杭工
杭工

地すべり斜面

杭位置周辺
杭頭


